
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

協働のまちづくりに関するアンケート結果 



市民意識調査

















協働のまちづくり
職員アンケート集計結果報告







問２

上位の意見は下記のとおり

①自ら社会的課題を解決

能力向上 56.29％

②市民の声を反映 49.38％

③協力者を得るための布石

38.45％

「市民自らが行う」ことの必要

性を認識した上で、前向きな

行政運営のための手法と捉え

る職員が多い。

問１

上位の意見は下記のとおり

①協働推進が必要だと思う人

92.95％

ほとんどの職員が協働の必要

性を認めている。



問４

上位の意見は下記のとおり

①ニーズを把握してない
0.97％

②信頼性に欠く 0.83％

市民活動団体は信頼に足る
団体ではないという認識か
ら、協働の推進を否定して
いる。

問３

上位の意見は下記のとおり

①情報提供・参加のしくみ

41.08％

②市民の意識 38.73％

③職員の意識 36.38％

関係者の意識変換が不可

欠であり、意識を変えるため

にもしくみが必要である。



問６

上位の意見は下記のとおり

①要望･提案があった

24.34％

②市民ニーズへの対応

18.53％

「市民活動団体等からの要
望を受けて」という受身の理
由が多い。その一方で、市
民ニーズへの対応ができる
という期待もあることが伺え

問５

上位の意見は下記のとおり
①経験なし 52.28％

②補助金交付 23.37％
③情報意見交換 22.68％

一緒に汗を流した経験のある

職員はわずかである。



問８

上位の意見は下記のとおり

①不満に感じたことはない

16.18％

②ﾌﾟﾛｾｽに負担 15.35％

③書類作成不備 11.2％

協働を実施する上で、ﾌﾟﾛｾｽに
時間がかかることは避けられな
いことであるが、負担に感じる
ということは手間以上に成果が
あがっていないということが伺

問７

上位の意見は下記のとおり
①充実・達成感 23.51％

②サービス等の充実
19.23％

充実感。達成感をはじめ、何
らかの成果は感じている。成
果無しと感じている人はわず
かである。



問１０

協働をしたい・検討したいと

考える職員は 91.15％と多い。

いざ、協働で事業を実施した
時に、どういう団体と手を組
めたかが、その後の考え方
にも影響すると思われる。

問９

上位の意見は下記のとおり

①相応しい事業がない

34.99％

②手法・ﾌﾟﾛｾｽが不明

11.07％

相応しいと思えるかどうかも、
手法がわからないことも、協
働の理解度に通じる。どちら
にしても啓発や研修がまだま



問１２

上位の意見は下記のとおり

①行政への理解 53.11％

②情報提供 46.75％

③スタッフの充実 33.47％

職員の本音とすれば、「そも

そも何者？こっちのことも理

解して！あなた達だけででき

るの？」というところか。お互

いを理解することが最重要

問１１

上位の意見は下記のとおり

①協働の手法 51.87％

②基礎知識 47.16％

③先進事例 44.95％

基本的な知識ももちろんの
こと、即実践できるような事
例や手法を学びたいという
職員が多い。協働はしたい
が、結局よくわからないとい





全体 717 100.0 598 100.0 270 100.0 1585 100.0
現在既に協働のまちづくりに参画している 44 6.1 31 5.2 21 7.8 96 6.1
現在は協働のまちづくりに参画していないが、積極的に協働のまちづくりの一翼を担いたい 13 1.8 6 1.0 12 4.4 31 2.0
現在は協働のまちづくりに参画していないが、求められれば参画する 46 6.4 28 4.7 33 12.2 107 6.8
現在は協働のまちづくりに参画していないが、興味がある内容なら参画したい 79 11.0 105 17.6 59 21.9 243 15.3
協働の必要性を感じていない 44 6.1 38 6.4 14 5.2 96 6.1
わからない 314 43.8 253 42.3 85 31.5 652 41.1
その他 15 2.1 13 2.2 7 2.6 35 2.2
無回答 162 22.6 124 20.7 39 14.4 325 20.5

全体 989 100.0 865 100.0 404 100.0 2258 100.0
企業・事業所のコスト負担が大きくならないこと 277 28.0 289 29.2 120 29.7 686 30.4
企業・事業所の広報やイメージアップなどの具体的な効果が見込めること 103 10.4 52 5.3 41 10.1 196 8.7
市民ニーズの把握など企業・事業所活動に資するものが期待できること 45 4.6 27 2.7 28 6.9 100 4.4
単独の企業・事業所としてではなく業界や地域が連携して活動できること 111 11.2 130 13.1 58 14.4 299 13.2
市民や行政、社会貢献団体等からの要請があること 26 2.6 21 2.1 13 3.2 60 2.7
活動をコーディネートしたりサポートする体制・制度が整っていること 93 9.4 70 7.1 36 8.9 199 8.8
企業・事業所と地域や行政に共通の課題があること 104 10.5 110 11.1 58 14.4 272 12.0
その他 19 1.9 18 1.8 3 0.7 40 1.8
無回答 211 21.3 148 15.0 47 11.6 406 18.0

工業 サービス業

商業 工業 合計

（あてはまるもの最大２つ）

り、市内においても市民や民間事業者による多様な取組みが始まっています。貴店舗・貴事業所では、今後の市民・事業者・行政の協
働によるまちづくりへの関わり方についてどうお考えですか。（当てはまるもの１つ）

磐田市企業実態調査結果

※企業が「参画している」または「参画してみたい」協働のジャンルは、環境（まち美化パートナー含む）、福祉、産業が主。環境は福祉や産業の３倍。

合計

これからのまちづくりは、行政だけでなく、多様な担い手による公共サービスの展開により、豊かな社会をつくることが求められてきてお

企業や事業所が、地域活動や社会貢献活動など、協働によるまちづくりに積極的に参画するために、何が必要だと思いますか。

サービス業

商業


